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資料２

１ HOPE-F 組織体制
▶ 教育庁内関係課を中心に「HOPE-F(ホープふくしま）庁内会議」を構成し
体制を整備。チーム員は希望する県立学校教職員や教育庁職員等を想定。 文部科学省／被災地域の関係機関等

「HOPE-F」とは……

▶ 発災時の学校再開へ向けた環境整備や
心のケア等のため、県内外において
被災した学校等へ派遣されるチーム。

▶ 東日本大震災及び原子力発電所事故の
経験と教訓を踏まえた研修等を実施し、
実践的な対応能力のある教職員等で
構成されるチーム員を養成。

▶ 大規模災害発生に備え、専門的な知識や実践的な対応能力を有する教職員を育成するとともに、東日本大震災から時間が経ち、
震災学習の教材開発に苦慮する教員もいることから、広く学校現場での震災・防災教育に寄与するための研修を行う。３ 研修体制

Ⅰ救命避難・生命確保期

（発災～数日程度）

Ⅱ生活確保期

（数日～数週間程度）

Ⅲ教育活動再開期

（数週間～数か月程度）

●施設被害や教職員の被災等の課題がある学校で被災地の教職員等と連携した外部支援が必要

学校現場で支援を要する課題例︓
〇児童生徒等の安否確認 〇避難生活中の学習支援 〇学校運営の支援
〇避難所開設支援 〇心のケア 〇教育活動の実施

〇教育活動再開支援

●キックオフミーティング ●オンデマンド研修 ●対面での研修会

内容
・支援の心構え、チーム目的・役割の確認
・チームビルディング、平時と緊急時の勤務 等

対象︓チーム員となった教職員【悉皆】

・避難所運営、子どもたちの心のケア等
対象︓チーム員【悉皆】及びチーム員に

なることを希望する教職員

・震災関連施設の見学、心のケアについての実習等
・福島の現状を理解し、各学校での震災・防災教育につなげる。

対象︓チーム員【悉皆】及び研修を希望する教職員

チーム員
(教職員等)

＜福島県教育委員会＞
・被災地のニーズ把握
・派遣教員数及び場所の検討

チーム員の
所属長(学校長等)

②派遣依頼

①連絡・調整

③
旅行命令

＜教育庁人事主管課＞
・チーム員の所属
(学校長等)と連絡調整

④
派遣

・体制整備等に係る庁内会議の運営【総】

・チーム員名簿の登録・管理、育成・研修【社】

・チームを活かした防災教育の充実【健】 など

・被災地の情報収集【総】

・チーム員の派遣調整、現地活動の支援【総】
・チーム員の所属先との調整【職・高・特】など

発災時

２ 教職員派遣フロー
▶ 大規模災害発災時に、文科省等との連絡調整を踏まえ、チーム員を派遣。

平常時

※【総】教育総務課、【社】社会教育課、 【職】職員課、
【高】高校教育課、【特】特別支援教育課、 【健】健康教育課
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